
～今月の主な内容～
P2　小椋村長就任あいさつ
P3　村政方針
P4　きたしおばらトピックス
P5　長寿番付
P6　生涯学習だより
P8　子どもの主張大会発表作文（中学生編)
P10 健康通信
P12 お知らせ・戸籍の窓口
P14 ジオパーク通信・自然コラム

生編)

ム

　8月15日（月）、お盆休みで村に帰省する
ことが多い期間を利用して、平成28年度
成人式が村コミュニティセンターホール
行われました。
　今年度、村からの新成人は34人で学
生や社会人など立場が違いながらも久し
ぶりの再会を喜び合いました。

（詳細は6ページ参照）
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北
塩
原
村
長
選
挙 

小
椋
敏
一氏 

３
選

　

任
期
満
了
に
伴
う
北
塩
原
村
長
選
挙
は
、８
月
２８
日（
日
）

に
投
票
が
行
わ
れ
、即
日
開
票
の
結
果
、現
職
の
小
椋
敏
一
氏

（
6８
）が
再
選
し
ま
し
た
。

　

当
選
証
書
授
与
式
は
選
挙
翌
日
の
８
月
29
日（
月
）、村
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
行
わ
れ
、北
塩
原
村

選
挙
管
理
委
員
会
の
成
瀬
和
夫
委
員
長
よ
り
当
選
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
６
日（
火
）に
は
、後
援
会
の
方
々
や
役
場
職
員
が
迎

え
る
中
、小
椋
村
長
が
初
登
庁
し
、村
政
の
三
期
目
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

※
任
期
は
９
月
６
日（
火
）よ
り
４
年
間
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　
　
　
　
〈
投
票
結
果
〉

当
日
有
権
者
数
：
2
，4
6
2
人

投
票
者
総
数
：
1
，9
8
6
人

投　

票　

率
：
8
０
．６
７
％

有

効

投

票
：
1
，9
6
7
票

無　

効　

票
：
1
9
票

計 

投
票
総
数　

1
，9
8
6
票

　

こ
の
た
び
の
北
塩
原
村
長
選
挙
に
お
き
ま
し
て
、村
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、関
係
各
方
面
か
ら
の
力
強
い

ご
支
援
と
温
か
い
ご
厚
情
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
、心
よ
り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
二
期
8
年
間
の
実
績
を
評
価
い
た
だ
き
、再
選
の
栄
誉
を
受
け
ま
し
た
こ
と
は
、こ
の
上
な
い
大

き
な
喜
び
で
あ
り
、こ
れ
か
ら
の
村
政
運
営
に
対
す
る
村
民
の
皆
さ
ま
方
の
期
待
が
よ
り
大
き
い
も
の
で
あ
る

と
、重
く
受
け
止
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、こ
れ
ま
で
村
民
参
加
に
よ
る
協
働
の
村
づ
く
り
を
基
本
理
念
と
し
て
、村
民
の
皆
さ
ん
が
住
ん
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
村
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。特
に
震
災
以
降
は
、復
興・風
評
被
害
対
策
な
ど
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。震
災
か
ら
６
年
目
を
迎
え
、農
業
の
再
編
や
観
光
の
再
生
な
ど
産
業
の
復

興
が
正
念
場
を
迎
え
ま
す
。

　

三
期
目
は
、こ
れ
ま
で
手
が
け
て
き
た
村
づ
く
り
の
総
仕
上
げ
と
し
て
、全
国
へ
村
の
安
心・安
全
、そ
し
て
魅

力
を
発
信
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、政
策
を
進
め
る
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、今
年
３
月
に
作
成
さ
れ
た「
北
塩

原
村
ま
ち・ひ
と・し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」や
今
年
度
に
策
定
す
る「
第
５
次
総
合
振
興
計
画
」に
基
づ
い
た
事

業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。さ
ら
に
は
村
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
耳
を
傾
け
、女
性
や
若
者
た
ち
が
活
躍
で
き

る
未
来（
次
世
代
）に
つ
な
ぐ
、活
力
あ
る
村
づ
く
り
を
推
し
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ま
が
描
く
村
の
未
来
に
つ
い
て
、ま
た
、未
来（
次
世
代
）の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、今
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
の
か
を
共
に
考
え
、行
政
と
地
域
の
皆
さ
ん
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、村
民
の
皆
さ
ま
の
大
き
な
後
押
し
と
期
待
を
力
に
変
え
、誠
心
誠
意
村
の
未
来
の
た
め
に
全

力
を
か
け
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、よ
り
一層
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

届出順

1

2

3

氏　名

小椋　敏一

遠藤　和夫

伊関　明子

得票数

1,069票

723票

175票

未
来
に
つ
な
ぐ
活
力
の
あ
る
村
づ
く
り

村
長
就
任
挨
拶

　
小
椋
　
敏
一

▲職員から花束を受け取り初登庁する小椋村長
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村
民
総
参
加
協
働
の
村
づ
く
り

・
村
民
総
参
加
に
よ
る
協
働
の
む
ら
づ
く
り

・
地
域
間
・
世
代
間
交
流
の
推
進

・
行
政
区
・
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
更
な
る
活
性
化

魅
力
あ
ふ
れ
る
観
光
と
農
業
の
村
づ
く
り

・
地
域
資
源
の
魅
力
を
高
め
、
誘
客
、
観
光
施
設
、
多
彩
な
ツ

ー
リ
ズ
ム
を
通
じ
、四
季
の
魅
力
を
P
R

・「
裏
磐
梯
」
を
核
と
す
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
型
の
周
辺
地
域

の
活
性
化

・
商
工
業
の
立
地
環
境
整
備

・
教
育
旅
行
・
外
国
人
の
誘
客

・
裏
磐
梯
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
、連
携
に
よ
り
、北
塩
原
型
の
特

異
な
地
産
地
消
・
自
給
圏
の
構
築

・
東
京
農
業
大
学
と
の
連
携
事
業（
新
規
作
物
等
の
導
入
、
６

次
産
業
化
の
推
進
、農
業
振
興
公
社
の
設
置
）

・
観
光
農
業
の
P
R
（
首
都
圏
内
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
・
テ

ナ
ン
ト
の
設
置
）

安
全
・
安
心
で
暮
ら
し
や
す
い
村
づ
く
り

・
公
共
交
通
機
関
の
再
編
・
道
路
整
備
の
推
進

・
除
雪
対
策
の
徹
底
、く
る
ま
社
会
と
そ
の
弱
者
を
守
る

・
磐
梯
山
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更
新
、
防
災
無
線
の
デ
ジ
タ

ル
化
、防
災
拠
点
施
設
整
備

・
地
域
防
災
組
織
、村
民
の
安
心
・
安
全
を
確
保

・
シ
ル
バ
ー
人
材
の
活
用
推
進
、児
童
福
祉
、障
害
者
福
祉
な

ど
、村
民
福
祉
の
充
実

北
塩
原
村
政
策
方
針

・
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
推
進
、保
健
事
業
、介
護
予
防
事
業
に
よ
る

「
健
康
長
寿
」の
推
進

未
来
に
つ
な
ぐ
人
材
を
育
て
る
村
づ
く
り

・
生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
文
化
の
推
進

・
幼
小
中
一
貫
教
育
に
よ
る
学
力
向
上
、
国
際
交
流
・
県
内

外
と
の
交
流
に
よ
る
心
豊
か
で
視
野
の
広
い
人
材
育
成

・
結
婚
祝
金
、出
産
祝
金
、子
育
て
祝
金
支
給
な
ど
未
来
の
担

い
手
の
支
援

・
柏
木
城
・
米
沢
街
道
史
跡
調
査
・
国
県
文
化
財
指
定
な
ど
、

歴
史
・
文
化
の
保
存
・
継
承

・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
等
を
目
指
す
人
材
の
育
成

女
性
や
若
者
が
活
躍
で
き

る
村
づ
く
り

・
各
分
野
で
の
女
性
を
登
用

し
、
参
加
型
か
ら
参
画
型

へ
活
躍
で
き
る
よ
う
支

援
充
実
を
図
る

・
若
者
が
仲
間
を
増
や
す
対

策
、
出
会
い
か
ら
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
ま
で
の

支
援
の
充
実

・
若
者
が
定
住
で
き
る
住
宅

地
や
若
者
向
け
公
営
住

宅
の
整
備

▲うつくしま・みずウオークの開催

～小椋村長の
　　目指す村づくり～
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きたしおばらトピックス

思い出のタイムカプセルを開封しました ～桧原小中学校閉校２０周年記念～８月15日（月）
　今年で閉校２０周年を迎えた旧桧原小中学校（現明治大学セミナーハウス）のグラウンドでタイムカプセ
ルの開封が8月15日（月）に行われました。
　桧原小中学校は統合のために惜しまれながらも平成9年3月をもって閉校しましたが、当時の記憶を残す

ために在校生や教諭、桧原地区の住民とともにタイムカ
プセルが埋められました。
　掘り起こした銀色の円盤形をしたカプセルには、成長し
た自分に宛てた手紙、当時の写真、学校の記録や、成田校
長先生から20年後の子供たちへの思いを書き綴った手紙
も入っていて、みんなで開封しながら在りし日の桧原小中
学校の思い出話に華を咲かせていました。

国保被保険者証の更新のお知らせ
有効期限：平成28年 9月30日

現在使用中の『国民健康保険被保険者証(保険証)』の有効期限は平成2８年9月30日までとなっています
ので、現在使用している保険証（㊫の保険証を含む）を持参のうえ、忘れずに更新（交換）してください。

◇㊫の保険証についても平成2８年9月30日で有効期限が切れますので、下記の必要書類等を必ず持参して、更
新してください。
　【更新】
　　・㊫保険証　（返還） 　　　　　　　　　　
　　・在学証明書または学生証の写し
　　（なお、平成２８年４月以降に在学証明書を
　　  提出した場合は学生証の写しで結構です。)

◇国民健康保険世帯又は被保険者に異動（資格喪失等）があった場合
　【社会保険などを脱退した場合】
　　・印鑑
　　・健康保険資格喪失証明書…事業所発行のもの
　【社会保険などに加入した場合】
　　・印鑑
　　・社会保険健康保険証　（加入者全員分）
　　・国民健康保険被保険者証　（返還）
※なお、上記の日時に都合の悪い方は、９月２７日（火）以降２週間程度、裏磐梯地区の方の保険証については裏磐
梯合同庁舎で、桧原地区の方の保険証については桧原出張所でそれぞれ保管しておりますので、必ず保険証更
新の手続きを行って下さい。

問合せ　住民課　☎２３－３１１３

【新規】
　・印鑑
　・在学証明書

北　山　地　区

大　塩　地　区

裏 磐 梯 地 区

桧　原　地　区

構造改善センター

活性化センター

自然環境活用センター

桧原出張所

  9：00～10：00

10：30～11：30

13：30～14：30

15：00～16：00

9月27日（火）

新たに会社などの社会保険等に加入した場
合は、手続きをしないと国民健康保険の資
格が喪失しないため、引続き国保税を納入
していただくこととなりますので、早めに届
け出をして下さい。

▲20年振りに開封
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　9月15日から21日は「老人週間」、また9月19日は「敬老の日」です。多年にわたり社会に尽く
してこられた｢おじいちゃん｣「おばあちゃん」、ありがとうございます。
　これからもお元気でお過ごしください。

平成28年9月1日現在、9月15日時点での満年齢となります。（敬称略）

北塩原村
長寿番付
北塩原村
長寿番付

【
男
性
】
前
頭

五
十
嵐
　
　
　
守
　
90
　
上
川
前

弓
　
田
　
定
　
美
　
90
　
北
山
三
区

相
　
原
　
哲
　
彦
　
90
　
桧
　
　
原

羽
　
染
　
竹
次
郎
　
90
　
曽
　
　
原

佐
　
藤
　
久
　
幸
　
90
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
一
　
男
　
90
　
早
稲
沢

五
十
嵐
　
　
　
力
　
89
　
上
川
前

中
　
川
　
　
　
傳
　
89
　
下
　
　
吉

鈴
　
木
　
昭
　
男
　
89
　
大
塩
中
区

小
　
椋
　
清
　
春
　
89
　
早
稲
沢

小
　
川
　
　
　
力
　
89
　
　
樟
　

鈴
　
木
　
初
　
壽
　
89
　
大
塩
下
区

佐
　
藤
　
次
　
男
　
89
　
北
山
二
区

小
　
椋
　
秀
　
雄
　
88
　
狐
鷹
森

阿
　
部
　
國
　
男
　
88
　
剣
ケ
峯

鈴
　
木
　
湟
　
馬
　
88
　
大
久
保

渡
　
部
　
新
　
一
　
88
　
大
塩
下
区

穴
　
澤
　
美
　
春
　
88
　
大
塩
下
区

小
　
椋
　
喜
久
雄
　
88
　
小
野
川

須
　
藤
　
信
　
立
　
88
　
北
山
二
区

赤
　
城
　
多
喜
雄
　
87
　
金
　
　
山

伊
豆
野
　
留
五
郎
　
87
　
北
山
二
区

髙
　
橋
　
　
　
一
　
87
　
大
塩
下
区

五
十
嵐
　
和
　
夫
　
86
　
谷
　
　
地

遠
　
藤
　
藤
　
馬
　
86
　
大
塩
上
区

落
　
合
　
義
　
美
　
86
　
剣
ケ
峯

鈴
　
木
　
辰
　
雄
　
86
　
大
久
保

佐
　
藤
　
孝
　
馬
　
86
　
長
　
　
峯

中
　
谷
　
久
　
一
　
85
　
北
山
三
区

塩
　
見
　
　
　
叶
　
85
　
大
塩
上
区

中
　
川
　
三
　
郎
　
85
　
下
　
　
吉

伊
豆
野
　
正
　
雄
　
85
　
下
　
　
吉

星
　
　
　
久
　
雄
　
85
　
谷
　
　
地

五
十
嵐
　
寅
　
𠮷
　
85
　
上
川
前

佐
　
藤
　
哲
　
男
　
85
　
谷
　
　
地

高
　
橋
　
功
　
衛
　
85
　
大
塩
上
区

荒
　
井
　
清
　
伊
　
85
　
桧
　
　
原

佐
　
藤
　
幸
　
雄
　
85
　
蛇
　
　
平

大
　
橋
　
健
　
治
　
85
　
曽
　
　
原

五
十
嵐
　
義
　
春
　
85
　
上
川
前

井
　
上
　
　
　
憲
　
85
　
北
山
三
区

樟
　
山
　
康
　
市
　
85
　
北
山
一
区

【
女
性
】
前
頭

小
　
椋
　
マ
ツ
ヨ
　
94
　
早
稲
沢

鈴
　
木
　
孝
　
子
　
94
　
大
塩
中
区

安
　
部
　
ア
サ
子
　
94
　
北
山
三
区

武
　
藤
　
ミ
ツ
コ
　
94
　
北
山
二
区

鈴
　
木
　
イ
チ
ノ
　
94
　
下
　
　
吉

鈴
　
木
　
ミ
　
キ
　
94
　
蛇
　
　
平

柏
　
谷
　
ナ
カ
ノ
　
94
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
マ
　
ヨ
　
93
　
金
　
　
山

佐
　
野
　
雅
　
子
　
93
　
秋
　
　
元

赤
　
城
　
ト
　
ミ
　
92
　
桧
　
　
原

小
　
椋
　
キ
ヨ
ミ
　
92
　
長
　
　
峯

小
　
林
　
サ
　
イ
　
92
　
狐
鷹
森

穴
　
澤
　
サ
ク
子
　
92
　
桧
　
　
原

遠
　
藤
　
ス
ツ
イ
　
92
　
北
山
一
区

荒
　
井
　
レ
イ
コ
　
92
　
桧
　
　
原

伊
　
藤
　
ト
　
ヱ
　
92
　
桧
　
　
原

鈴
　
木
　
サ
　
ト
　
92
　
松
陽
台

猪
　
俣
　
セ
キ
エ
　
92
　
関
　
　
屋

渡
　
部
　
ハ
ル
ヨ
　
92
　
北
山
二
区

伊
　
藤
　
ナ
ツ
ヨ
　
92
　
早
稲
沢

内
　
海
　
ユ
キ
ノ
　
92
　
北
山
二
区

五
十
嵐
　
ヨ
シ
ミ
　
92
　
大
久
保

髙
　
橋
　
秋
　
子
　
91
　
大
塩
上
区

小
　
椋
　
キ
ヨ
子
　
91
　
早
稲
沢

笠
　
間
　
ヨ
シ
ノ
　
91
　
秋
　
　
元

山
　
内
　
ト
ミ
子
　
91
　
小
野
川

青
　
山
　
光
　
枝
　
91
　
狐
鷹
森

武
　
藤
　
ハ
ル
子
　
91
　
北
山
二
区

佐
　
藤
　
ハ
ル
子
　
91
　
早
稲
沢

相
　
原
　
サ
タ
子
　
91
　
桧
　
　
原

千
　
葉
　
キ
　
ヱ
　
91
　
谷
　
　
地

　
　
見
　
ワ
　
キ
　
91
　
下
　
　
吉

矢
　
吹
　
ハ
ツ
イ
　
91
　
松
陽
台

中
　
川
　
キ
　
ヨ
　
90
　
下
　
　
吉

前
　
後
　
千
代
江
　
90
　
北
山
二
区

遠
　
藤
　
ス
イ
子
　
90
　
金
　
　
山

塚
　
野
　
ア
キ
ヨ
　
90
　
北
山
三
区

五
十
嵐
　
眞
　
澄
　
90
　
大
久
保

五
十
嵐
　
ハ
ツ
ヨ
　
90
　
大
久
保

佐
　
藤
　
サ
ダ
子
　
90
　
蛇
　
　
平

五
十
嵐
　
栄
　
子
　
90
　
大
塩
中
区

五
十
嵐
　
ミ
ト
リ
　
90
　
上
川
前

内
　
海
　
ス
ミ
ノ
　
90
　
北
山
三
区

髙
　
橋
　
キ
ク
ノ
　
90
　
大
塩
上
区

田
　
中
　
キ
ミ
子
　
90
　
金
　
　
山

内
　
海
　
フ
ミ
ヱ
　
90
　
北
山
一
区

佐
　
藤
　
イ
マ
子
　
90
　
桧
　
　
原

内
　
海
　
千
　
歳
　
90
　
北
山
一
区

赤
　
城
　
ヨ
シ
ノ
　
90
　
下
川
前

鈴
　
木
　
ヨ
シ
ミ
　
90
　
大
塩
下
区

佐
　
藤
　
ス
イ
子
　
90
　
北
山
一
区

江
　
川
　
ヤ
イ
子
　
89
　
下
　
　
吉

弓
　
田
　
サ
ク
子
　
89
　
北
山
三
区

藤
　
田
　
キ
チ
ノ
　
89
　
大
塩
上
区

阿
　
部
　
キ
ミ
ノ
　
89
　
金
　
　
山

髙
　
橋
　
シ
ヲ
ノ
　
89
　
大
塩
下
区

星
　
　
　
英
　
子
　
89
　
谷
　
　
地

　
　
田
　
ツ
ヨ
子
　
89
　
曽
　
　
原

星
　
　
　
ミ
サ
子
　
89
　
下
川
前

髙
　
橋
　
照
　
子
　
89
　
大
塩
上
区

小
　
枝
　
登
喜
子
　
89
　
下
　
　
吉

渡
　
部
　
サ
キ
ヱ
　
89
　
大
塩
下
区

大
　
沼
　
タ
キ
ノ
　
89
　
剣
ケ
峯

鈴
　
木
　
キ
　
ヨ
　
88
　
大
塩
中
区

横
　
田
　
　
　
育
　
88
　
狐
鷹
森

小
　
椋
　
ハ
マ
子
　
88
　
蛇
　
　
平

内
　
海
　
怜
　
子
　
88
　
北
山
三
区

五
十
嵐
　
マ
ツ
子
　
88
　
上
川
前

岩
　
田
　
惠
　
子
　
88
　
　
樟
　

齋
　
藤
　
千
　
里
　
88
　
北
山
二
区

市
　
塚
　
ツ
　
ル
　
88
　
剣
ケ
峯

小
　
椋
　
幸
　
子
　
88
　
狐
鷹
森

鈴
　
木
　
宣
　
子
　
88
　
大
久
保

鈴
　
木
　
サ
　
ト
　
88
　
北
山
二
区

樟
　
山
　
節
　
子
　
88
　
北
山
三
区

佐
々
木
　
ト
シ
子
　
88
　
桧
　
　
原

小
　
椋
　
ミ
サ
ヲ
　
88
　
早
稲
沢

金
　
子
　
キ
ヨ
子
　
88
　
大
塩
下
区

髙
　
橋
　
久
　
野
　
88
　
大
塩
下
区

中
　
川
　
公
　
子
　
88
　
下
　
　
吉

星
　
　
　
フ
デ
子
　
88
　
下
川
前

五
十
嵐
　
信
　
子
　
88
　
大
塩
上
区

髙
　
橋
　
リ
　
ン
　
88
　
桧
　
　
原

丸
　
山
　
キ
ヌ
エ
　
88
　
北
山
一
区

小
　
椋
　
セ
ツ
子
　
87
　
早
稲
沢

塩
　
見
　
孝
　
子
　
87
　
長
　
　
峯

大
　
竹
　
志
　
仁
　
87
　
北
山
二
区

小
　
川
　
ツ
ヤ
子
　
87
　
　
樟
　

伊
　
藤
　
愛
　
子
　
87
　
下
川
前

佐
　
藤
　
辰
　
子
　
87
　
北
山
一
区

樟
　
山
　
サ
タ
子
　
87
　
北
山
二
区

佐
　
藤
　
ス
ミ
子
　
87
　
下
　
　
吉

二
　
瓶
　
マ
ツ
子
　
87
　
桧
　
　
原

齋
　
藤
　
ト
シ
子
　
87
　
剣
ケ
峯

大
　
竹
　
ミ
ワ
子
　
87
　
上
川
前

髙
　
橋
　
ミ
ヨ
ノ
　
87
　
大
塩
上
区

小
　
椋
　
ハ
ナ
子
　
87
　
早
稲
沢

高
　
橋
　
チ
ヨ
子
　
87
　
下
　
　
吉

東
　
野
　
ス
イ
子
　
86
　
小
野
川

加
　
藤
　
昌
　
子
　
86
　
北
山
三
区

中
　
谷
　
智
惠
子
　
86
　
北
山
三
区

鈴
　
木
　
ミ
ヨ
子
　
86
　
大
塩
中
区

鈴
　
木
　
チ
ヨ
ミ
　
86
　
大
塩
下
区

武
　
藤
　
常
　
子
　
86
　
北
山
一
区

須
　
藤
　
禎
　
子
　
86
　
北
山
二
区

小
　
椋
　
セ
ツ
子
　
86
　
狐
鷹
森

小
　
椋
　
キ
ヨ
ミ
　
86
　
早
稲
沢

小
　
椋
　
サ
ワ
子
　
86
　
早
稲
沢

佐
　
藤
　
花
　
子
　
86
　
谷
　
　
地

遠
　
藤
　
キ
ン
子
　
86
　
北
山
一
区

小
　
椋
　
キ
ヨ
子
　
86
　
蛇
　
　
平

武
　
藤
　
な
ほ
子
　
86
　
北
山
一
区

樟
　
山
　
和
　
子
　
86
　
北
山
三
区

内
　
海
　
マ
サ
子
　
86
　
関
　
　
屋

菊
　
地
　
マ
　
サ
　
86
　
北
山
一
区

鈴
　
木
　
榮
　
子
　
86
　
大
久
保

小
　
椋
　
フ
ヂ
子
　
86
　
長
　
　
峯

横
　
山
　
イ
　
ノ
　
86
　
秋
　
　
元

簗
　
田
　
喜
代
美
　
86
　
大
塩
下
区

大
　
竹
　
英
　
子
　
85
　
上
川
前

鈴
　
木
　
澄
　
子
　
85
　
大
久
保

遠
　
藤
　
キ
ク
イ
　
85
　
大
塩
上
区

遠
　
藤
　
津
喜
子
　
85
　
大
塩
下
区

一
　
坂
　
ト
ヨ
子
　
85
　
蛇
　
　
平

五
十
嵐
　
和
　
子
　
85
　
谷
　
　
地

渡
　
部
　
キ
ヨ
子
　
85
　
大
久
保

松
　
﨑
　
世
榮
子
　
85
　
長
　
　
峯

二
　
瓶
　
シ
ツ
イ
　
85
　
狐
鷹
森

河
　
内
　
ハ
ル
イ
　
85
　
曽
　
　
原

穴
　
沢
　
サ
ダ
子
　
85
　
桧
　
　
原

武
　
藤
　
志
津
子
　
85
　
北
山
三
区

簗
　
取
　
フ
ジ
子
　
85
　
下
　
　
吉

（
敬
称
略
）

氏　　名 年 齢 行政区 氏　　名 年 齢 行政区

伊　藤　文　三 95 早稲沢 横 綱 伊　藤　ハツヨ
佐々木　タキノ

早稲沢
桧　原

剣ヶ峯
早稲沢

大久保
上川前

小 結

市　塚　　　信
遠　藤　　　栄

五十嵐　トクコ
江　川　キヨ子

男　　　性 女　　　性番 付

関 脇

大 関
樟　山　正　憲
齋　藤　豊　美
佐　藤　佐　　
鈴　木　周次郎
五十嵐　善　　
江　川　新　次
五十嵐　　　怜
須　藤　明　雄
佐　藤　冨　雄
平　尾　　　勲

眞　野　新　代
髙　橋　サカノ
五十嵐　キ　ミ
鈴　木　フミ子
五十嵐　ナツエ

大 久 保
大塩中区
北山二区
剣 ヶ 峯

剣 ヶ 峯
長　　峯
大 久 保
北山二区
大 久 保

治　田　ハ　ナ
横　山　ノ　ブ
星　　　ミツ子
佐　藤　リ　ヨ

94

93

92

北山三区
桧　　原
北山一区
北山一区
関　　屋
下　　吉

曽　　原
蛇　　平
北山三区
早 稲 沢

98
97

96

95
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教育課 ☎23-5237
公民館 ☎23-5236

　第 24 回火の山杯スポーツ大会は８月20日（土）、裏磐梯小・中学校グラウンドと自然環境活用センター体育館を会場に開
催され、ソフトボール１０チーム、バレーボール８チームが参加し、熱戦を繰り広げました。
　降雨に見舞われた大会となりましたが、夏休み最後の思い出にと選手たちは練習の成果を発揮すべく必死でボールを追い
かけ、保護者などから熱い声援が送られていました。
　村からは、裏磐梯スポーツ少年団がソフトボール競技に、さくらスポーツ少年団がバレーボール競技に参加。惜しくも入賞を
果たすことができませんでしたが、日頃の練習の成果を存分に発揮し、最後まであきらめることなくプレーしました。
　ソフトボール競技で見事優勝を果たした関柴ソフトボールスポーツ少年団に
は、３人のさくら小学校の児童が正選手として参加しており、走・攻・守ともに
大活躍をし、優勝に貢献しました。

何事にも挑む“チャレンジ精神“ ～平成２８年度成人式～
　村の成人式は、新成人の方に多く集まってもらおうと、お盆の時期に開催しています。今年も８月１５日（月）に村コミュニティセン
ターホールで開催されました。
　今年度の新成人は、平成８年４月２日から平成９年４月１日までに生まれた人で、男性１４名、女性２０名の計３４名が、成人としての
第一歩を踏み出しました。
　新成人を代表して五十嵐虹美さん（上川前）が、小椋敏一村長から成人証書及び記念品を受け取りました。
　小椋村長は、「自分自身に誇りを持ち、チャレンジすることを恐れず、果敢に前へ前へ進んでいってください。」と式辞を述べました。
　中学校時代の恩師も式に同席し、元第一中学校恩師の上妻浩一教諭、元裏磐梯中学校恩師の酒井美和教諭から修学旅行など
の思い出話や成人者へ温かいメッセージが送られました。
　最後に、鳥羽祐丘さん（孤鷹森）が誓いの言葉を述べました。終了後は、記念撮影、昼食会が行われ、久しぶりに再会した旧友と先
生との話が弾み、楽しんでいました。

さくら・裏磐梯スポ少が熱戦を繰り広げた
～第24回火の山杯スポーツ大会～

▲成人証書を受け取る五十嵐虹美さん ▲誓いの言葉を述べる鳥羽祐丘さん

優勝

準優勝

第３位

各競技の成績
ソフトボール

　関柴ソフトボールスポーツ
　少年団（喜多方市）

　上三宮ソフトボールスポーツ
　少年団（喜多方市）

　柳津ソフトボールスポーツ
　少年団（柳津町）
　吾妻スポーツ少年団（猪苗代町）

優勝

準優勝

第３位

敢闘賞

　喜多方バレーボールスポーツ
　少年団（喜多方市）

　塩川ビクトリー（喜多方市）

　柱沢スポーツ少年団（伊達市）

　大谷スポーツ少年団（磐梯町）

バレーボール

▲アタックを打つ佐藤優香選手（さくらスポ少
バレーボール部）

▲好投を見せた渡部裕樹選手（裏磐梯スポ少ソフ
トボール部）
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生涯学習だより
　乳幼児と保護者の両方が絵本を開く楽しさを一緒
に体験してもらうこと、また、親子で心ふれあうひとと
きを持つきっかけを作ることを目的とした『ブックス
タート事業（３回目）』を８月４日（木）、村保健センター
で実施しました。
　村の乳幼児健診の合間にボランティアによる読み聞
かせを行った後、絵本と子育てに関するアドバイス集等
をプレゼントしました。
　次回は１０月６日（木）に実施します。

８月３日(水)ボランティアの小野明
さんご指導の元、紙芝居作りを行い
ました。１９日（金）児童クラブにて発
表会を行い、２２・２３・２４日には、幼
稚園にて３日に分けて発表しました！

８月４日（木）今年も夏休みを利用し
て将棋教室が行われました。ボラン
ティアの、遠藤聖一郎さん、岩渕美
夫さん、五十嵐衛さん、遠藤勉さ
ん、斎藤鉄雄さんご指導の元、駒を
動かすポイントを教えてもらい、勝
てる将棋を覚えたようでした！

●１０月４日（火）１０～１５時
裏磐梯小学校　自然に親しむ会
内容：見守り、調理補助

学校からみちのく野営場まで歩
きます。一緒に野外炊飯をします。

●募集人数：２～３人
ボランティアさんは随時募集してい
ます。興味がある方は公民館まで。
☎村公民館　２３－５２３６

今後予定している公民館事業のお知らせ お気軽に村公民館までご連絡ください。

ブックスタート事業（3回目）
　柏木城跡の発掘調査は、地権者や地域の方々のご理解とご協
力をいただきながら、今年で三年目を迎えました。
　これまでに大規模かつ多彩な石積みが確認されたことにより、
戦国時代会津蘆名氏の築城技術がよくわかる、貴重な石造りの山
城であることがわかってきています。　
　今年はふたたび主郭での調査を試み、広大な主郭がどのように
使われていたかを調べています。また新たな試みとして金属探知
機を使用した結果、当時のものとみられる釘も発見されました。
　調査の成果は１１月頃に現地説明会を行う予定ですので、村を
代表する史跡「柏木城跡」
へぜひいらしてください。
　なお現在柏木城跡の地
形測量も同時に行わせて
いただいております。お問
合せ等ありましたら公民
館までよろしくお願いい
たします。

「今年も発掘がはじまりました」

「学校の応援団」事業

さくら児童クラブ『紙芝居作り』 〈  　　　〉ボランティア募集の
お知らせ

さくら児童クラブ『将棋教室』

▲５組の親子に絵本をプレゼントしま
した。

▲発掘進む柏木城跡

①家庭教育支援事業（人形劇観賞会）
　○日程：９月１４日（水）
　○場所：さくら幼稚園
②家庭教育支援事業（レクリエーション教室）
　○日程：９月１６日（金）
　○場所：裏磐梯幼稚園
③きたしおばら交流フェスタ
　○日程：９月１７日（土）
　○場所：北塩原村役場コミュニティセンターホール他

④チャレンジスクール（両幼稚園交流）
　○日程：９月２３日（金）
　○場所：裏磐梯幼稚園他
⑤村民登山（西吾妻山）
　○日程：９月２４日（土）
　○場所：山形県米沢市
⑥会津と越後を語る会
　○日程：10月９日（日）～10日（月）
　○場所：新潟県南魚沼市
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子どもの主張大会　発表作文（中学生編）

こ
れ
か
ら
の
北
塩
原
を
思
う

北
塩
原
第
一
中
学
校
　
三
年
　
大
竹
　
健
生

　

僕
は
北
塩
原
村
が
大
好
き
で
す
。生
ま
れ
育
っ
た
場
所
だ
か
ら
当
然
だ
ろ
う
と
思
う
人
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、心
か
ら
好
き
だ
な
あ
と
思
え
ま
す
。特
に
毎
日
学
校
に
通
う
通
学
路
か
ら
は
、四
季
折
々
の
美
し
い
山
な
み

が
見
え
、春
か
ら
初
夏
に
か
け
て
は
、す
が
す
が
し
い
風
が
吹
き
ま
す
。そ
ん
な
自
然
を
肌
で
感
じ
な
が
ら
、「
北
塩

原
っ
て
い
い
な
あ
。」と
思
い
ま
す
。「
日
本
で
一
番
美
し
い
村
連
合
」に
加
盟
す
る
自
然
が
、豊
か
な
の
が
本
当
に
す
ば

ら
し
い
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、最
近「
村
の
子
供
達
が
少
な
く
な
っ
た
な
あ
。」と
か「
若
い
人
は
村
か
ら
出
て
行
く
な
あ
。」な
ど
と

い
っ
た
話
が
耳
に
入
っ
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。今
ま
で
は
、僕
自
身
が
幼
く
て
大
人
た
ち
の
話
題
が
分
か
ら

な
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
が
、中
学
三
年
生
と
な
っ
た
今
、僕
は
こ
れ
か
ら
の
北
塩
原
村
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
な
と
、ぼ
ん
や
り
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ
し
て
、僕
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
思
う

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
、僕
は
、北
塩
原
村
の
よ
さ
を
考
え
て
み
ま
し
た
。最
も
良
い
と
思
う
点
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
地
域
の

人
々
と
の
つ
な
が
り
が
強
い
こ
と
で
す
。

　

例
え
ば
、朝
、登
校
す
る
と
き
は
、見
守
り
隊
の
方
々
が「
お
は
よ
う
」と
あ
い
さ
つ
し
て
く
だ
さ
り
、「
今
日
は
暑

い
な
。」と
か「
今
日
は
学
校
で
何
か
あ
る
の
。」な
ど
と
、声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
ま
す
。僕
は
、そ
の
方
々
の
姿
を
み

る
と
ほ
っ
と
し
た
気
持
ち
に
な
り
、声
を
か
け
て
も
ら
う
と
心
が
な
ご
み
ま
す
。学
校
の
行
事
で
も
強
く
感
じ
ま

す
。毎
年
行
う
稲
作
体
験
活
動
で
は
、地
域
の
講
師
の
先
生
が
田
ん
ぼ
を
提
供
し
て
ご
指
導
下
さ
い
ま
す
し
、文
化

祭
の
時
は
、異
世
代
交
流
と
し
て
、地
域
の
方
々
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、水
墨
画
、手
芸
、将
棋
、華
道
、茶

道
、ス
ト
ロ
ー
細
工
な
ど
を
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。技
術
を
教
え
て
も
ら
う
こ
と
以
上
に
、ち
ょ
っ
と
し
た
会
話
か

ら
、地
域
の
方
々
の
あ
た
た
か
さ
を
感
じ
、僕
達
は
地
域
の
方
々
に
も
育
て
ら
れ
て
い
る
と
思
え
る
時
間
に
な
り
ま

す
。僕
は
、一
年
生
の
時
は
手
芸
、二
年
生
の
時
は
将
棋
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、教
え
て
下
さ
る
時
の
口
調

が
と
て
も
穏
や
か
で
分
か
り
や
す
く
、地
域
の
子
供
を
思
っ
て
い
る
や
さ
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。北
塩
原
村
に
は
、

こ
の
よ
う
な
人
と
人
と
の
す
ば
ら
し
い
つ
な
が
り
が
あ
る
の
で
す
。

　

で
は
、な
ぜ
北
塩
原
か
ら
人
が
出
て
い
っ
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。一
つ
に
は
村
に
大
き
な
産
業
が
な
く
、つ
け

る
職
業
が
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、ま
た
大
き
な
病
院
が
な
か
っ
た
り
、交
通
の
便
も
良
く
な
い
な
ど
生
活
を
す
る
の

に
非
常
に
不
便
な
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。次
に
、こ
の
人
と
人
と
の
す
ば
ら
し
い
つ
な
が
り
の
あ
る
北
塩
原

村
が
さ
ら
に
栄
え
、人
が
集
ま
る
よ
う
な
村
に
す
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
考
え
ま
し
た
。人
間
は
一
人

で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。誰
か
と
つ
な
が
り
共
に
生
き
て
い
く
動
物
で
す
。村
も
同
じ
で
す
。し
か
し
、こ
の
村
は
観

光
地
の
裏
磐
梯
地
区
と
北
一
中
学
区
と
で
分
か
れ
て
い
る
印
象
が
あ
り
、生
活
圏
も
違
っ
て
い
ま
す
。同
じ
村
内
と

は
い
え
共
通
し
た
思
い
が
薄
く
、村
全
体
の
結
び
つ
き
が
弱
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。だ
か
ら
、こ
の
二
つ
の
地

域
の
つ
な
が
り
を
も
っ
と
強
く
し
、村
と
し
て
の
力
を
向
上
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
僕
達
は
ど
の
よ
う
な
努
力
を
、こ
れ
か
ら
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。ま
ず
一
番
大
切
な
の

は
、お
互
い
の
地
域
の
方
々
と
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
、あ
い
さ
つ
は
も
ち
ろ
ん
、お
互
い
の
地
域
の
行
事
に
は
積
極

的
に
参
加
す
る
な
ど
、共
同
意
識
を
も
っ
て
村
の
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。交
流
を
深
め

る
場
が
あ
る
と
お
互
い
の
理
解
も
深
ま
り
、助
け
合
う
気
持
ち
が
で
て
き
ま
す
。そ
れ
は
全
体
と
し
て
村
の
力
に
な

る
は
ず
で
す
。ま
た
、産
業
が
新
た
に
起
こ
っ
た
り
、新
し
い
考
え
方
も
交
流
か
ら
産
ま
れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。だ

か
ら
、こ
れ
は
こ
れ
か
ら
の
僕
た
ち
が
心
が
け
た
い
こ
と
で
す
。

　

美
し
い
自
然
と
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
る
北
塩
原
村
。人
も
自
然
も
僕
は
本
当
に
大
好
き
な
村
で
す
。だ

か
ら
こ
そ
、こ
の
つ
な
が
り
を
さ
ら
に
強
め
、他
の
市
町
村
に
負
け
な
い
美
し
さ
を
も
っ
た
豊
か
な
村
を
僕
達
み
ん

な
で
築
い
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

も
し
今
日
が
自
分
の
人
生
最
後
の
日
だ
っ
た
ら
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塩
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「
も
し
今
日
が
自
分
の
人
生
最
後
の
日
だ
と
し
た
ら
、今
日
や
る
予
定
を
私
は
本
当
に
や
り
た
い
の
だ
ろ
う
か
。」

僕
が
強
烈
な
印
象
を
受
け
た
言
葉
で
す
。

　

こ
の
言
葉
は
、
ア
ッ
プ
ル
社
創
設
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
の
言
葉
で
す
。こ
の
言
葉
を
彼
は
毎
朝
鏡
の
前

に
立
ち
、
自
分
に
問
い
か
け
ま
し
た
。そ
し
て
、Ｎ
Ｏ
が
続
け
ば
、
そ
ろ
そ
ろ
何
か
を
変
え
る
必
要
が
あ
る
と
悟
っ

た
そ
う
で
す
。

　
「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
」
そ
の
言
葉
を
知
っ
て
か
ら
僕
は
自
分
の
生
き
方
を
考
え
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

僕
は
自
分
の
日
常
を
思
い
浮
か
べ
ま
し
た
。す
る
と
、「
し
ん
ど
い
な
あ
」と
か「
め
ん
ど
う
だ
な
あ
」と
思
い
な
が
ら

毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
自
分
が
い
ま
し
た
。考
え
て
み
れ
ば
、何
歳
ま
で
生
き
ら
れ
る
か
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。そ
れ
な
の
に
、貴
重
な
一
日
一
日
を「
し
ん
ど
い
」や「
め
ん
ど
う
く
さ
い
」だ
け
の
一
日
で
終
わ
っ
て
い
る
。な

ん
と
も
っ
た
い
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。自
分
に
与
え
ら
れ
た
時
間
は
無
限
で
は
な
い
の
で
す
。だ
か
ら
限
ら
れ
た
時
間

の
中
で
、
自
分
は
ど
う
生
き
て
い
く
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
、
感
じ
ま
し
た
。僕
は
、
こ
の
言
葉
か

ら
大
き
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
、
ど
ん
な
ふ
う
に
生
き
て
い
く
か
な
ん
て
と
て
も
難
し
く
て
悲
し
い
こ
と
に
す
ぐ
に
は
結
論
は
出
ま
せ

ん
で
し
た
。だ
か
ら
僕
は
、ま
ず
、楽
し
く
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
、ま
ず
常
に
笑
顔
で
い
る
こ
と
、こ
れ
を
心
が
け
ま
し
た
。毎
日
の
生
活
は
、以
前
と
変
わ
ら
ず
、勉
強

や
ス
ポ
少
で
忙
し
い
で
す
。受
験
生
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、入
試
に
対
す
る
不
安
も
あ
り
ま
す
。で
も
、形
か
ら
入

る
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
、と
に
か
く
笑
顔
で
い
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。嫌
な
気
持
ち
の
時
に
は
、口
角
を
上
げ
て

笑
顔
を
作
ろ
う
、休
み
時
間
に
は
、友
達
と
ふ
ざ
け
合
っ
て
大
声
で
笑
お
う
と
心
が
け
、そ
し
て
寝
る
前
に
は
楽
し

い
一
日
だ
っ
た
と
思
う
よ
う
に
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
や
っ
た
こ
と
は「
自
分
の
気
持
ち
に
正
直
に
な
る
」「
自
分
の
内
側
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
る
」と
い
う

こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。

　

僕
は
他
人
と
争
う
と
い
う
こ
と
が
嫌
い
で
す
。自
分
の
意
見
を
主
張
す
る
こ
と
も
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。考
え
て
み
る
と
、僕
は
異
常
に
人
の
目
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。「
こ
れ
は
違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と
思
っ
て
い
て

も
強
く
言
え
な
か
っ
た
り
、
相
手
に
合
わ
せ
て
し
ま
っ
た
り
と
い
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。こ
れ
が
、
自
分
の

気
持
ち
を
す
っ
き
り
さ
せ
ず
、「
め
ん
ど
う
」、「
し
ん
ど
い
」の
気
持
ち
に
つ
な
が
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。だ

か
ら
僕
は
、自
分
の
気
持
ち
と
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、内
側
の
自
分
に
問
い
か
け「
こ
れ
は
本
当
に
や
り
た
い
こ
と

な
の
か
」「
こ
れ
が
正
し
い
判
断
な
の
か
」と
、自
分
の
心
の
あ
り
か
を
確
か
め
る
よ
う
に
し
た
の
で
す
。

　

そ
う
し
て
い
る
う
ち
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
心
の
も
や
も
や
が
少
し
軽
く
な
っ
て
い
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
し
た
。正
直
言
っ
て
、
自
分
と
向
き
合
う
の
は
大
変
な
こ
と
で
し
た
。嫌
な
こ
と
が
あ
っ
た
時
に
笑
顔

で
い
る
こ
と
も
大
変
で
す
。「
め
ん
ど
う
だ
な
あ
」「
し
ん
ど
い
な
あ
」と
言
っ
て
な
ん
と
な
く
日
々
を
送
っ
て
い
る
方

が
楽
だ
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、自
分
の
心
に
向
き
合
う
こ
と
は
、自
分
の
人
生
を
つ
く
っ
て
い
く

上
で
大
切
な
手
順
の
一
つ
だ
と
感
じ
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
ジ
ョ
ブ
ズ
の
言
葉
を
聞
い
て
、「
人
は
、そ
ん
な
に
簡
単
に
明
日
死
ぬ
訳
な
い
だ
ろ
う
」と
反
論
す
る
人
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
僕
達
が
明
日
絶
対
生
き
て
い
る
と
い
う
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。だ
か
ら
こ
そ
、
僕

は
今
日
が
人
生
最
後
の
日
だ
っ
た
ら
、自
分
の
や
る
こ
と
一
つ
一
つ
に
意
志
を
も
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思

い
ま
す
。

　

今
、
こ
の
過
ぎ
去
っ
て
い
く
一
瞬
は
自
分
の
人
生
の
大
切
な
一
部
で
あ
り
、
こ
の
今
の
積
み
重
ね
こ
そ
人
生
だ
と

感
じ
ま
す
。今
の
積
み
重
ね
を
ど
れ
だ
け
価
値
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
く
か
は
本
人
次
第
だ
と
思
い
ま
す
。今
僕

は
、
ジ
ョ
ブ
ズ
の
鋭
い
言
葉
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
自
分
の
意
志
で
選
択
し
、
精
一
杯
今
日
を
生
き
て
い
き
た
い
と

強
く
思
っ
て
い
ま
す
。
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「
大
人
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
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大
人
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
。誰
で
も
一
度
は
考
え
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。大
人
と
い
わ
れ
て
も
す
ぐ
に
ピ
ン
と

く
る
基
準
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。真
っ
先
に
出
て
く
る
も
の
と
し
て
、飲
酒
・
喫
煙
と
い
う
法
律
に
よ

る
基
準
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、本
当
に
そ
れ
だ
け
で
大
人
と
言
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
は
、大
人
と
子
供
の
基
準
、い
わ
ゆ
る
境
目
を
は
っ
き
り
と
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
か
。実
際
、人

に
よ
っ
て
大
人
の
基
準
は
違
う
と
思
い
ま
す
。で
も
、
単
純
に「
子
供
で
な
い
こ
と
」や
、「
立
派
な
大
人
で
あ
る
こ

と
」
と
い
う
だ
け
で
は
、
説
明
に
な
り
ま
せ
ん
。そ
も
そ
も
子
供
と
大
人
の
違
い
は
何
な
の
で
し
ょ
う
か
。収
入
を

得
た
ら
大
人
、自
分
で
責
任
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
大
人
な
ど
、様
々
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、こ

れ
ら
の
基
準
で
は
、境
目
が
は
っ
き
り
し
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
年
齢
に
よ
る
基
準
で
す
。一
般
的
に
世
間
で
大
人
と
認
め
ら
れ
る
の
は
成
人
す
る
二
十
歳
で
す
。し
か

し
、昔
の
成
人
、い
わ
ゆ
る
元
服
は
、十
五
歳
頃
に
行
わ
れ
ま
し
た
。十
五
歳
と
い
っ
た
ら
、数
え
年
で
今
の
中
学
二

年
生
を
指
し
ま
す
。成
人
を
二
十
歳
と
初
め
て
規
定
し
た
の
は
、
明
治
時
代
の
頃
で
す
。先
進
国
で
あ
る
欧
米
に

習
っ
て
成
人
年
齢
を
二
十
歳
に
し
た
こ
と
や
、平
均
寿
命
が
延
び
た
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
た
よ
う
で
す
。つ
ま

り
、
私
達
の
成
人
と
い
う
基
準
は
欧
米
の
考
え
方
が
基
本
と
な
っ
て
お
り
、「
大
人
」そ
の
も
の
の
概
念
が
見
え
に

く
い
と
考
え
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
少
年
法
で
は
、
罪
を
犯
し
た
時
、
十
四
歳
以
上
か
ら
責
任
を
取
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。ま
た
、
今

年
か
ら
選
挙
権
が
十
八
歳
以
上
に
下
げ
ら
れ
ま
し
た
。し
た
が
っ
て
、
年
齢
だ
け
で
は
十
四
歳
〜
二
十
歳
と
基
準

の
幅
が
あ
り
、大
人
と
は
何
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、法
律
だ
け
で
な
く
、身
の
回
り
に
は
大
人
・
子
供
の
境
目
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
、入
場
料
や
入
園
料
、

運
賃
な
ど
で
す
。動
物
園
や
博
物
館
な
ど
に
行
っ
た
時
、
入
場
料
が
大
人
・
学
生
・
子
供
と
分
か
れ
て
い
る
の
を

見
か
け
ま
す
が
、
大
人
・
小
人
と
別
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。そ
の
場
合
、
中
学
生
や
高
校
生
は
大
人
の
料

金
を
払
い
ま
す
。で
は
、中
学
生
大
人
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
中
学
生
が
ふ
ざ
け
て
い
る
と「
幼
稚
だ
、
子
供
だ
」な
ど
と
言
わ
れ
ま
す
。で
も
、一
方
で「
も
う
大
人
な

ん
だ
か
ら
」と
言
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
か
ら
、
大
人
と
は
、
自
分
の
感
情
を
す
ぐ
に
は
表
に
出
さ

ず
、
自
分
で
よ
く
考
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
だ
と
考
え
ま
す
。私
は
、
小
学
生
の
時
、
自
分
で
感
情

の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
ず
、
す
ぐ
に
感
情
を
表
に
出
し
て
、
友
達
と
仲
違
い
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。で

も
、中
学
生
に
も
な
る
と
す
ぐ
に
は
表
に
出
し
ま
せ
ん
。少
し
引
き
ず
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、感
情
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
い
う
点
で
は
、中
学
生
も
大
人
と
大
差
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

大
人
と
子
供
の
違
い
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
基
準
を
一
概
に「
こ
れ
だ
」と
決
め
る
も
の
は
な
い
と
思
い
ま
す
。ま

た
、「
親
に
と
っ
て
子
供
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
子
供
だ
」と
い
う
こ
と
も
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
、
大

人
と
い
う
基
準
は
、人
そ
れ
ぞ
れ
が
も
つ
べ
き
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
私
は
、
子
供
と
大
人
の
基
準
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。ま
ず
、
子
供
の
基
準
は「
大
人
に
頼

っ
て
生
き
て
い
る
人
」、そ
し
て
大
人
の
基
準
は「
自
力
で
自
分
の
人
生
を
生
き
て
い
る
人
」、で
す
。子
供
は
自
分
で

何
か
を
し
よ
う
と
し
て
も
必
ず
手
助
け
が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。し
か
し
、大
人
は
、ま
ず
自
分
で
考
え
、行
動

し
、
自
分
で
で
き
る
最
低
限
の
こ
と
を
や
り
ま
す
。人
の
手
助
け
が
必
要
な
時
も
あ
り
ま
す
が
、
協
力
を
得
な
が

ら
も
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
よ
う
と
し
ま
す
。

　

私
は
ま
だ
中
学
生
。で
も
、
も
う
中
学
生
。大
人
と
子
供
の
境
目
を
、
ま
だ
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
立
場
で
立
っ
て
い

る
状
態
で
す
。で
も
、法
律
上
、世
間
一
般
と
い
う
基
準
で
、大
人
か
子
供
か
を
考
え
る
よ
り
は
、自
分
な
り
の
基
準

を
も
っ
て
、
自
分
の
考
え
る
理
想
の
大
人
を
信
じ
て
、
成
長
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。私
が
考
え
る
大
人
に
な
れ
る

よ
う
、自
力
で
自
分
の
人
生
を
生
き
て
い
け
る
力
を
身
に
付
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

犯
罪
ゼ
ロ
社
会
を
目
指
し
て

裏
磐
梯
中
学
校
　
三
年
　
渡
部
　
元
気

　

い
き
な
り
で
す
が
、私
は
、ア
メ
リ
カ
の
銃
乱
射
事
件
を
見
て
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。何
の
罪
も
な
い
多
く
の
人

が
、
自
分
勝
手
な
心
な
い
一
人
の
人
間
の
行
為
に
よ
っ
て
、
そ
の
命
を
奪
わ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。な
ぜ
、
こ
の
よ

う
な
事
件
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
。ど
う
し
た
ら
こ
の
よ
う
な
悲
惨
な
事
件
を
防
い
だ
り
、
な
く
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
の
だ
ろ
う
と
。そ
し
て
、
残
念
な
が
ら
日
本
で
も
多
く
の
事
件
や
犯
罪
が
毎
日
の
よ
う
に
起
き
て
い
る

こ
と
も
。

　

最
近
の
日
本
の
犯
罪
件
数
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。二
〇
一
五
年
度
の
犯
罪
件
数
は
、
こ
れ
ま
で

で
最
も
少
な
く
、
前
年
度
の
二
〇
一
四
年
度
に
比
べ
て
も
七
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
て
い
ま
す
。種
類
毎
に
主
な
事
件

を
見
て
み
る
と
、
殺
人
事
件
は
十
一
パ
ー
セ
ン
ト
減
っ
て
九
三
三
件
、
窃
盗
事
件
も
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
っ
て
十
万
八

五
六
二
件
で
す
。し
か
し
、一
日
の
件
数
に
直
す
と
、殺
人
事
件
が
二
・
六
件
、窃
盗
事
件
が
二
九
七
件
と
、犯
罪
件

数
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
よ
う
な
数
字
に
は
な
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詐
欺
事
件
は
、
十
三
パ
ー
セ
ン
ト
増
え
て
、一
万
二
〇
二
九
件
と
、四
年
連
続
で
増
加
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、振
込
詐
欺
は
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、振
込
詐
欺
の
被
害
者
の
多
く
は
高
齢
者
で
す
。

　

私
は
、
祖
父
母
と
同
居
し
て
い
ま
す
。祖
父
母
が
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
パ
タ
ー
ン
の

振
込
詐
欺
の
話
な
ど
を
し
て
、
注
意
を
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
は
、
家
族
の
方
と
の

会
話
な
ど
が
な
い
た
め
、振
込
詐
欺
を
防
止
す
る
た
め
の
十
分
な
知
識
や
技
能
が
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。一
人
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
方
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
社
会
全
体
で
考
え
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
振
込
詐
欺
の
よ
う
に
、私
達
が
常
に
意
識
し
て
い
た
り
、防
い
だ
り
し
て
い
な
い
と
簡
単
に
犯
罪
に
つ
な
が

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
、
私
達
中
学
生
に
も
起
こ
る
可
能
性
の
あ
る「
い
じ
め
」で
す
。い
じ
め
は
、
犯
罪
で
は
な
い
と
思
う

人
も
い
る
で
し
ょ
う
。し
か
し
、
い
じ
め
は
傷
害
罪
・
脅
迫
罪
・
侮
辱
罪
な
ど
の
多
く
の
罪
に
つ
な
が
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。中
に
は
、
悪
口
や
無
視
な
ど
犯
罪
に
は
至
ら
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
放
置
し
て
お
け
ば
、

そ
れ
は
、
ど
ん
ど
ん
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
被
害
者
に
肉
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
る
も
の
へ
と
変
わ
る
危

険
性
が
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、
暴
力
や
金
銭
強
要
な
ど
犯
罪
そ
の
も
の
と
な
っ
た
り
、
被
害
者
を
自
殺
に
追
い

込
ん
だ
り
す
る
と
い
う
、も
う
後
戻
り
で
き
な
い
状
況
に
ま
で
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、ほ
ん
の
些
細
な
悪
口
な
ど
か
ら
、私
達
は
被
害
者
だ
け
で
な
く
、加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て

あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。い
じ
め
を
防
ぐ
た
め
に
は
、い
じ
め
を
絶
対
に
し
な
い
、さ
せ
な
い
、許
さ
な

い
と
い
う
強
い
心
が
大
切
で
す
。そ
れ
が
、し
っ
か
り
で
き
れ
ば
、い
じ
め
ゼ
ロ
と
な
る
と
思
い
ま
す
。つ
ま
り
、私
達

の
心
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

野
村
克
也
さ
ん
の
言
葉
に
、「
心
が
変
わ
れ
ば
態
度
が
変
わ
る
、態
度
が
変
わ
れ
ば
行
動
が
変
わ
る
、行
動
が
変

わ
れ
ば
習
慣
が
変
わ
る
、
習
慣
が
変
わ
れ
ば
人
格
が
変
わ
る
、
人
格
が
変
わ
れ
ば
運
命
が
変
わ
る
、
運
命
が
変
わ

れ
ば
人
生
が
変
わ
る
」と
い
う
名
言
が
あ
り
ま
す
。先
ほ
ど
の
い
じ
め
を
例
に
と
れ
ば
、
私
達
が
い
じ
め
を
許
さ
な

い
と
い
う
強
い
心
を
持
て
ば
、
そ
れ
が
行
動
や
習
慣
に
変
わ
り
、
周
り
の
友
達
の
心
も
変
え
て
、い
じ
め
を
ゼ
ロ
に

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
が
、自
分
自
身
を
変
え
、さ
ら
に
は
、周
り
の
人
も
変
え
、社
会
を
も
変
え
て

い
く
。そ
し
て
、
犯
罪
も
ゼ
ロ
と
な
り
み
ん
な
が
明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し
て
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
な
社
会
に

つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

犯
罪
ゼ
ロ
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
は
理
想
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、
理
想
の
な
い
と
こ
ろ
に
実
現
は
あ
り

ま
せ
ん
。そ
の
第
一
歩
は
、
私
達
一
人
一
人
の
心
の
持
ち
よ
う
で
す
。自
分
が
変
わ
れ
ば
、
社
会
も
必
ず
変
わ
る
と
信

じ
た
い
で
す
。

　

い
つ
も
、自
分
の
心
の
中
に
正
義
と
勇
気
を
も
っ
て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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健康通信保健センター ☎28-3733
申込・問い合わせ

●村の検診を受けられなかった方・・・9月1日から12月26日までの予約
　当院で検診が受けられます。（一部内容を除く）
　施設健診をご希望の方は裏磐梯診療所に一度お電話にてお問い合わせ下さい。

●検診を受けた方・・・
　検査結果に異常があれば、結果を持って当院受診して下さい。
　医師から結果内容を説明、また、当院で再検査し専門医の診察が必要な場合は、総合南東北病院や他病院へ紹介をいたします。
＊健康増進、疾病予防、病気の早期発見、早期治療、合併症予防などが健診の目的です。できるだけ健診を受けるようにしましょう。

南東北裏磐梯診療所で9月から施設検診が始まりました。

特定健診（国保の方）・
各がん検診は医療機関でも受けられます

　検診は生活習慣病の予兆（ＳＯＳ）を早期に発見し、その後、病気に
ならないように予防ができる絶好のチャンスです。健康づくりに欠かせな
い習慣として、年に１回、必ず受けましょう。
★実施期間　平成２８年１２月末まで
　※但しがん検診は喜多方市内医療 機関は１１月末まで。
★実施医療機関（指定）
　・南東北裏磐梯診療所　・喜多方市内医療機関（１６ケ所）
　・矢吹医院（猪苗代町）
★検診項目・対象者
　・特定健診（４０歳～７４歳の国保加入者）
　・胃がん検診（４０歳以上）　・胸部検診（４０歳以上）
　・大腸がん検診（４０歳以上）　・前立腺がん検診（５０歳以上の男性）
★受診方法
１　保健センターにご連絡下さい。 （必要な書類等を確認します）
２　希望の医療機関に電話で直接予約をして下さい。
●特定健診は・・・（受診券・保険証が必ず必要）
国が定めた大切な健診です。集団検診において受けなかった方へは、
希望する、しないに関わらず、受診案内書が送付されます。年に一度は
体の総点検の目的でぜひ、健診を受けましょう。
●がん施設検診は・・・・
国保、社保に関わらず、年齢該当であれば受診できます。
今年度の検診意向調査で希望された方には案内の通知（受診には受診
票が必要です。）が届きます（9月中旬以降）。
受けたいが通知が来ない方は保健センターへご連絡下さい。

栄養教室を開催します！

　バランスの良い健康的な食生活について、講話
や調理実習を通じて一緒に学んでみませんか？

●開催日時
　平成28年９月27日（火）
　午前９時30分～ 12時30分
●場所　村保健センター
●内容　「カラダをつくる栄養素のはなし
　　　　　　～五大栄養素ってなに？～」
　・食と健康に関する講話
　・調理実習　魚を使ったヘルシーメニュー
●講師
　　会津大学短期大学部
　　食物栄養学科　阿部桂子　先生
●参加費　１人500円
●持ち物　エプロン、三角布、お手拭き、参加費
●申し込み　平成28年９月23日（金）までに保
健センターへお電話にてお申し込みください。

知ってますか？　「結核」が、現代の病気だってコト
9月24日（土）～9月30日（金）は結核予防週間です。

　結核は過去の病気ではありません。平成27年では全国で
18,280人、県内で188人の方が新たに結核を発症しています。
　早期発見・早期治療により治る病気なので、結核に関心を持
ち正しい知識を身につけましょう！
○結核ってどんな病気？
　結核菌によって主に肺に炎症を起こす病気です。せきやくし
ゃみにより人から人へうつるので気付かないうちに周りの人々
にうつしてしますことがあります。
　しかし、6か月間毎日きちんと薬を飲めばなおる病気です。
○こんな症状がある時にはすぐに病院へ

　2週間以上続く咳、痰がでる、長引く（体の）だるさ、長
引く微熱、胸の痛み、急に体重が減るなどの症状がある
場合は重症になる前に早期に受診しましょう！
○早期発見・予防のために
①高齢者のかた
　結核は65歳以上の高齢者に多い病気です。早期発見
のために年に1回胸部レントゲンを受けましょう！
②赤ちゃん
　結核に対する免疫をつけるために生後1年（出来れば5
ヶ月～8ヶ月）までにBCG接種を受けましょう！
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■地域おこし協力隊活動報告■

Monthly Reporter
赤木 進二
あかぎ　しんじ
大久保地区在住・横浜市出身

　地域おこし協力隊の日々の活動ってどんな感じ？　８月の赤木隊員
はおおむねこんな感じでした！
＊チームロゴできました（８月１日～）
　昨年から順調に人が増え３人体制になったのを記念して、活動コンセ
プトも入れ込んだチームロゴを作成。筆文字は友人である小野町の地
域おこし協力隊員・古崎泰介さんに書き下ろしてもらい、私が大好きな
村章、会津といえばの新選組ダンダラを組み合わせました。言うは易し
ではありますが＜会津の助っ人＞たるべく日々精進、がんばります！

＊廃坑探検（８月４日）
　教育委員会の文化財調査に同行。本日は金山にて大直坑（おおなお
れこう）、五十両坑（ごじゅうりょうこう）の入り口の位置確認。穴は塞が
れていて中には入れなかったもののヤブ漕ぎの連続でちょっとした冒
険気分を味わうこととなりました。
＊いかだレース（８月６日）
　奥会津・金山町の沼沢湖水まつりのオープニングイベント「いかだレ
ース」に福島県地域おこし協力隊チームが初出場。男女混成７人組の
一員として北塩原を代表して全力のストローク。が、結果は出場した10
チーム中８番めのタイムで撃沈。ごめん！ 地元の建設会社とカヌーク
ラブと運送会社とで表彰台独占でした（笑）
＊ジュンサイ摘み（８月９日）
　日ごろお世話になっているエコツーさんから曽原のジュンサイ摘み
取り体験のお手伝いスタッフ要請が。こういう時は「私事都合」で休暇

を取ってよろこんで出向く私です。現地でビックリ。本日のお客様はなじ
みの顔、東京農業大生３人組。カメラを
向けると阿呆なポーズもバッチリ決め
てくれます。北塩原が好きなんだね、君
たち。一緒一緒（笑）
＊綱木の獅子踊り（８月15日）
　北塩原と山形県米沢市関地区との歴史
交流会が盛会なのをご存知ですか？　関
在住の岡崎会長のお誘いを受け、この日
は綱木（つなぎ）の獅子舞を初見学。平家
の落人伝説を思わず信じたくなるような
静かなたたずまいの集落と超ゴージャス
な獅子頭（それも三頭）のコントラストが
実に見事でした。
＊大久保集落・祭り保存会（８月21日）
　夜に神社でバチ入れ。よし、今年も気合入れて山車引くぞ！と思って
たらば会長から「赤木さん今年は太鼓たたきな」指令。「他所からきた
赤木さんが（たとえヘタッピでも）祭りの太鼓をたたいてくれたら俺らも
盛り上がるもん」とたたみかけられやる気だけはマックスに。単純！

協力隊からみなさまへの伝言板
９月17日の交流フェスタに勝川隊員と赤木隊員がブースを出します。
空き家対策・移住定住促進のために、今、村はどんな取り組みをしてい
るのかをお伝えする、名付けて「空き家よろず相談所」勝川隊員が空き
家に関するご相談にも個別対応します。ぜひお越しください！

この連載やフェイスブックで随時お伝えしていた「木地工房再生プロ
ジェクト」がいよいよお披露目！　９月18日の熊まつり（早稲沢）にて。
まつりのメイン会場から徒歩１分、昭和の木地師の作業小屋が現代に
甦ります！

第10回 「日々の取り組み／小ネタ６連発」

　地方により様々な呼び名があるとうもろこし。このあたりで
は、「とうみぎ」でおなじみですね。収穫の時点から、みるみる糖
分がデンプンに変化することで、甘みがどんどん減っていきま
す。新鮮なうちに調理しましょう。

～とうもろこしの豆知識～
　とうもろこしは食物繊維が多く、便秘の改
善や大腸がんなどの予防効果を発揮しま
す。ただし、表皮は消化が悪いので、胃腸の
悪い人が食べ過ぎると下痢を起こすこともあ
るので、よく噛んで食べましょう。
　また、疲労回復に役立つビタミンB1が豊
富に含まれています。

（１人分）
エネルギー/342ｋcal
タンパク質/8.6ｇ
塩分/0.9ｇ

作　り　方

①とうもろこしはまな板に立て、包丁の先の方を使って実を切る。
②玉葱、ハムはとうもろこしと同じくらいの小さな角切にする。
③卵に水を入れて溶き、小麦粉を一度に加え、木べらで混ぜてドロリとした衣をつく
る。（ダマが残るくらいでよい。）
④衣に①、②を一度に入れ、木べらでサックリ混ぜる。
⑤④を一口くらいにまとめ、木べらにのせて広げ、中温の油に入れる。（中温：菜箸を
油に入れて箸先から静かに気泡が出るくらい）
⑥浮いたら裏返し、カラリと揚げる。油はねしやすいので、注意して揚げる。
⑦網で油を切り、熱いうちに塩少々をふる。

とうもろこし（生）1/2本（正味70ｇ）
玉葱 30ｇ
ハム 2枚（26ｇ）
◆卵 大1個
◆水 大さじ２
◆小麦粉 ５０ｇ
サラダ油（揚げ用） 適量
塩 少々

材料2人分

【とうもろこしのかき揚げ】

【とうもろこし】
今月の食材　9月

【問い合わせ】　保健センター　☎２８－３７３３
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国
民
健
康
保
険
税　
　

　
　
　
　
　
　

 

３
期
分

介
護
保
険
料　

 

３
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　
　
　
　
　
　

 

２
期
分

住
宅
使
用
料　

 

９
月
分

上
下
水
道
使
用
料　
　

　
　
　
　
　
　

 

８
月
分

下
水
道
受
益
者
分
担
金

　
　
　
　
　
　

 

２
期
分

国
民
年
金　
　

 

８
月
分

　

今
月
は
、次
の
会
場
で
相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　　

9
月
26
日（
月
）　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分　

桧
原
出
張
所（
桧
原
）

　

☎
34
―
２
０
０
４　

行
政
相
談
委
員　

髙
橋　

光
秋

　　

行
政
相
談
で
は
、国
・
県
・
市
町
村
・
特
殊
法
人
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見
、要
望
を

受
け
付
け
、解
決
の
お
手
伝
い
し
ま
す
。

戸　籍　の　窓　口

 ９月 １１日 （日） くまたクリニック ………………………☎28-1233
 ９月 １８日 （日） 高橋小児クリニック …………………☎25-7066
 ９月 １９日 （月） 武田医院 …………………………☎27-4031
 ９月 ２２日 （木） 喜多方腎・泌尿器クリニック …………☎23-5531
 ９月 ２５日 （日） 手代木医院 …………………………☎22-0034
 １０月   ２日（日）鳴瀬病院 …………………………☎24-3333
１０月    ９日（日）福田耳鼻咽喉科醫院 ………………☎24-4187
１０月１０日（月）藤井医院 …………………………☎23-0023

 ９月 １１日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75－2100
 ９月 １８日 （日） 有隣病院 …………………………☎24-5021
 ９月 １９日 （月） 会津医療センター …………☎（0242）75－2100
 ９月 ２２日 （木） 佐原病院 …………………………☎22-5321
 ９月 ２５日 （日） 有隣病院 …………………………☎24-5021
１０月  ２日 （日） 佐原病院 …………………………☎22-5321
１０月  ９日 （日） 会津医療センター …………☎（0242）75－2100
１０月 １０日 （月） 有隣病院 …………………………☎24-5021

平成２8年9月１日現在　　※（　）は前月比

今
月
の
納
税
な
ど

今
月
の
行
政
相
談

休日当番医

第二次救急当番医

村
税
等
の
納
入
は
、

簡
単・便
利
で
確
実
な

口
座
振
替
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
！！

　

10
月
１
日
か
ら
７
日
は「
公
証
週
間
」

で
す
。

　

遺
産
相
続
、任
意
後
見
契
約
、金
銭

貸
借
、不
動
産
貸
借
、離
婚
に
際
し
て
の

慰
謝
料
、養
育
費
な
ど
の
問
題
は
、

後
々
に
も
め
ご
と
を
引
き
起
こ
し
が
ち

で
す
。そ
ん
な
と
き
遺
言
や
当
事
者
間

の
取
り
決
め
を
公
正
証
書
に
し
て
お
け

ば
、ト
ラ
ブ
ル
を
防
止
し
、権
利
や
財
産

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ

　

会
津
若
松
公
証
役
場

　

☎（
0
2
4
2
）37
ー
1
9
5
5

　

建
退
共
制
度
は
、中
小
企
業
退
職
金

共
済
法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者

の
福
祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中

小
企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。こ
の
制
度

は
、国
の
制
度
な
の
で
安
全
、確
実
、申

し
込
み
手
続
き
は
簡
単
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
が
労
働
者
の
働
い
た

日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙

を
共
済
手
帳
に
貼
り
、そ
の
労
働
者
が

建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と

き
に
、建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う

と
い
う
、い
わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職

金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主
：
建
設
業
を
営
む

方

対
象
と
な
る
労
働
者
：
建
設
業
の
現
場

で
働
く
人

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

　

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
建
退
共
の

制
度
が
一部
変
更
に
な
り
ま
し
た

Ⅰ　

退
職
金
の
予
定
運
用
利
回
り
が

2
．7
％
か
ら
3
．0
％
に
変
更
さ

れ
ま
し
た

Ⅱ　

退
職
金
の
不
支
給
期
間
が
掛
金

納
付
月
数
12
月
未
満
に
緩
和
さ

れ
ま
し
た

　
　
（
遺
族
請
求
は
従
前
ど
お
り
12
月

未
満
で
変
更
あ
り
ま
せ
ん
）

Ⅲ　

被
共
済
者
に
よ
る
移
動
通
算
の
申

出
期
間
が
３
年
以
内
に
ま
で
延
長

さ
れ
ま
し
た

Ⅳ　

移
動
通
算
で
き
る
退
職
金
額
の
上

限
が
撤
廃
さ
れ
ま
し
た

☆
建
退
共
か
ら
事
業
主
の
皆
様
へ
の

　

お
願
い

・
共
済
証
紙
は
、労
働
者
の
就
労
日
数

に
応
じ
て
適
正
に
添
付
し
て
下
さ
い
。

・「
建
設
業
退
職
金
共
済
手
帳
」を
所

持
し
て
い
る
労
働
者
が
、建
設
業
界

を
引
退
す
る
と
き
は
、忘
れ
ず
に
退

職
金
を
請
求
す
る
よ
う
指
導
し
て
下

さ
い
。

　

建
退
共
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
、制
度
説

明
用
動
画
、Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の

知
り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
!!

建
退
共　
　
　
　
　
　
　
　

検
索

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、最
寄
り
の
建
退

共
支
部
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　

福
島
支
部

　

☎（
0
2
4
）5
2
3
ー
1
6
1
8

　

10
月
１
日
を「
法
の
日
」と
定
め
、法

律
に
つ
い
て
国
民
に
広
く
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ

た
記
念
日
と
な
り
ま
す
。

　

当
会
で
は
、毎
年「
法
の
日
」を
記
念

し
て
県
内
各
地
で「
法
の
日
無
料
法
律

相
談
会
」を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。こ

の
相
談
会（
事
前
予
約
不
要
）で
は
、相

続
や
遺
言
、不
動
産
・
会
社
法
人
の
登

記
、訴
訟
問
題
、成
年
後
見
に
関
す
る

相
談
等
に
加
え
て
、本
県
特
有
の
原
発

事
故
に
起
因
す
る
生
活
再
建
に
関
す
る

こ
と
や
損
害
賠
償
問
題
等
の
お
悩
み
に

も
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
は
、左
記
の
と
お
り
、会
津
は
４

会
場
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

10月 3日(月)
10時～15時

10月 4日(火)
10時～15時

10月 6日(木)
10時～15時

10月 8日(土)
10時～15時

日　　時支　部

会　津

場　　所 所 在 地 T E L

南会津町福祉ホール 南会津郡南会津町
田島字中町3918-1

0241-
62-4169

0241-
24-5208

0242-
83-2234

0242-
22-4700

喜多方市字御清水東7244-2
（喜多方市役所東側の棟）

河沼郡会津坂下町
字石田甲650

会津若松市栄町3-50

喜多方市保健
センター２階和室

会津坂下町民
体育館内 会議室

会津若松市生涯
学習総合センター
「会津稽古堂」

●人　口　　男…… １，４７４人
　　　　　　女…… １，４２８人
　　　　　　計……２，９０２人（前月比 ▲21）
●世帯数……………１，０73戸 （前月比 ▲14）
●転　入…　  7人　●転　出…　25人
●出　生…　  1人　●死　亡…　  4人

目　黒　琉　偉（ 男 ・ 雄　也 ）剣ケ峯

お誕生おめでとう！

中　川　一　郎（敬　一・  父 ）下　　吉
赤　城　政　衞（　明　・  父 ）桧　　原
遠　藤　ミサヲ（善　久・  母 ）北山一区
田　中　サト子（正　弘・  母 ）金　　山

お悔やみ申し上げます

る　　   い

お
知
ら
せ
・
募
集

「
法
の
日
」司
法
書
士

無
料
法
律
相
談
会

知
っ
て
い
ま
す
か
？

建
退
共
制
度

公
証
週
間
に
つ
い
て
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村の情報案内板

大
塩
　
穴
沢
　
エ
ミ
子

週
一の
　
生
き
生
き
運
動
　
待
ち
遠
し
　
勝
気
み
な
ぎ
る
　
人
の
輪
に
解
け

下
川
前
　
赤
城
　
弘
美

我
が
想
い
　
託
し
た
る
よ
な
　
短
歌
に
合
う
　
子
を
案
ず
る
は
　
親
み
な
同
じ

大
塩
　
高
橋
　
み
す
江

お
盆
に
は
　
孫
達
迎
え
　
賑
や
か
に
　
背
比
べ
さ
れ
　
逞
し
さ
増
す

大
塩
　
鈴
木
　
み
ち
子

風
鈴
の
　
音
色
涼
や
か
　
雨
上
が
り
　
セ
ミ
の
合
唱
　
真
夏
本
番

大
塩
　
鈴
木
　
タ
ケ
子

り
ん
ど
う
の
　
出
荷
が
終
っ
た
　
荒
れ
庭
に
　
草
取
り
を
す
る
　
母
の
姿
な
く

桧
原
　
佐
藤
　
文
世

鬼
ヤ
ン
マ
　
節
を
忘
れ
ず
　
飛
ん
で
来
て
　
我
目
の
前
で
　
羽
根
を
休
め
る

桧
原
　
佐
々
木
　
キ
ミ
子

盆
前
の
　
墓
掃
除
す
る
　
私
に
も
　

を
た
よ
り
に
　
坂
を
登
り
て

大
塩
　
高
橋
　
郁
子

大
空
に
　
は
ば
た
く
夢
を
　
今
朝
見
て
　
ま
さ
夢
に
と
　
想
い
め
ぐ
ら
せ

上
川
前
　
大
竹
　
英
子

夫
は
逝
く
　
寂
し
さ
こ
ら
い
　
過
ぎ
去
る
も
　
家
族
の
支
え
　
楽
し
く
日
々
を

桧
原
　
穴
沢
　
泰
子

リ
オ
五
輪
　
メ
ダ
ル
の
増
し
て
　
日
本
国
　
努
力
の
話
に
　
涙
こ
ぼ
る
る

大
塩
　
五
十
嵐
　
良
子

節
事
に
　
い
ろ
ん
な
花
で
　
賑
や
か
せ
　
主
無
き
庭
に
　
蝉
の
声
す
る

北
山
　
武
藤
　
敏
子

嬉
し
か
な
　
机
に
向
か
う
　
一
時
よ
　
せ
み
鳴
く
声
も
　
励
み
に
思
う

大
塩
　
渡
部
　
新
一

一
株
の
　
桔

の
花
が
　
ひ
そ
と
咲
く
　
亡
妻
の
ま
な
ざ
し
　
瞼
に
浮
ぶ

●
多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る
相
談

窓
口

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、返

済
し
き
れ
な
い
ほ
ど
の
借
金
を
抱
え
、

お
悩
み
の
方
々
か
ら
の
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。抱
え
て
い
る
借
金
の
状
況
を

お
聞
き
し
、必
要
に
応
じ
弁
護
士・司
法

書
士
な
ど
の
専
門
家
に
引
継
ぎ
を
行
い

ま
す
。相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽

に
ご
相
談
下
さ
い
。

　

ま
た
、国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に

貸
金
業
を
営
む
、い
わ
ゆ
る「
ヤ
ミ
金
融

」に
は
十
分
ご
注
意
下
さ
い
。ご
利
用

さ
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
登
録
状
況
に

関
す
る
問
合
せ
や
不
正
に
利
用
さ
れ
て

い
る
預
貯
金
口
座
に
関
す
る
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
窓
口

　

福
島
市
松
木
町
13
ー
2

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所

　

理
財
課

●
受
付
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　
（
祝
日
、年
末
年
始
除
く
）

　

8
時
30
分
〜
12
時
、

　

13
時
〜
16
時
30
分（
原
則
と
し
て
）
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）5
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0
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（
多
重
債
務
相
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口
直
通
）

●「
出
前
講
座
」の
ご
案
内

　

財
務
省
福
島
財
務
事
務
所
で
は
、地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
各
種
団
体
の

会
合
な
ど
に
お
伺
い
し
、「
お
こ
づ
か
い

帳
を
つ
け
よ
う（
小
学
生
向
け
）」「
日

本
の
財
政
を
考
え
よ
う（
一
般
・
高
齢
者

向
け
）」「
な
り
す
ま
し
詐
欺
被
害
防
止

（
高
齢
者
向
け
）」な
ど
様
々
な
テ
ー
マ

で
出
前
講
座
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

講
演
料
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

●
問
合
せ
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●
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
！
ま
さ
か
の
た
め
の「
自
賠
責
」

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は

年
々
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、平
成

27
年
の
事
故
発
生
件
数
は
約
53
万
件
、

死
傷
者
数
は
約
67
万
人
と
、国
民
の
誰

も
が
交
通
事
故
の
被
害
者
に
も
加
害

者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で

あ
り
、被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に

と
っ
て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、「
交
通
事
故

被
害
者
を
救
済
す
る
基
本
的
な
対
人

賠
償
の
確
保
」と
、万
一「
交
通
事
故
の

加
害
者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
の
経

済
的
負
担
を
補
う
」制
度
で
あ
り
、す
べ

て
の
ク
ル
マ・バ
イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
一
人
一
人
が
、よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の

役
割
や
重
要
性
、保
健
金・共
済
金
の
支

払
い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・

認
識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

●
問
合
せ

　

国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局

　

福
島
運
輸
支
局
輸
送・監
査
部
門

　

☎（
０
２
４
）５
４
６
ー
０
３
４
３

自賠責保険・共済なしでの運行は法令違反です！

　自賠責保険・共済は、万一の自動車事故の際の基本的な
対人賠償を目的として、自動車損害賠償保障法に基づき、
原動機付自転車を含むすべての自動車に加入が義務づけら
れており、自賠責保険・共済なしで運行することは法令違
反ですのでご注意下さい！

多
重
債
務
・
貸
金
業
に
関
す
る

相
談
窓
口

自
賠
責
保
険
・

自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

　村長とお話しませんか。下記の
日程で村長室を開放しますので、
お気軽にお越しください。

村長室へようこそ！

９月20日（火）８：30～10：30

●問い合わせ
　　企画室　☎23─3112

う  

た

ぬ
し

ひ
と
と
き

き
き
ょ
う

つ
　
ま

ま
ぶ
た

白
玉
の
は
じ
け
る
美
肌
羨
ま
し 

 

　
中
川
幸
恵

珍
客
は
引
き
網
切
り
し
夏
の
太 

 

　
内
海
怜
子

七
夕
や
笹
に
か
く
せ
し
願
ひ
ご
と 

 

遠
藤
聖
一
郎

年
々
歳
々
つ
つ
が
な
く
い
び
き
高
ま
る 

 

鈴
木
隆
一
郎 

働
け
る
こ
と
の
喜
び
茄
子
の
花 

 

　
佐
藤
信
子

庭
先
に
梅
干
し
三
日
晒
し
た
り 

 

　
武
藤
敏
子
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～吾妻川～
　吾妻川は、大早稲沢山・矢筈山系を源流として西に流れる吾妻川と、白布峠・東鉢山系を源流
に南に流れる戸倉川が早稲沢の集落付近で合流して桧原湖北部にそそぐ流路長４～５ｋｍの河川
です。
　これら源流の山系のうち、大早稲沢山、矢筈山、白布峠は日本列島がまだ大陸の一部であった約
１億年前の阿武隈花崗岩類でできていて、東鉢山のみ日本列島が大陸から分離しつつある頃の、日
本列島誕生の重要な秘密を持つ変朽安山岩でできています。
　ゆえに戸倉川の河原には花崗岩の白いレキと変朽安山岩の茶色っぽいレキが見られ、吾妻川の河
原には花崗岩の白っぽいレキが多く見られ、清冽な流れを一層涼しげに見せています。
　流域の植生には明治の磐梯山噴火の影響はほとんど見られず、桧原湖岸の早稲沢浜に水辺を好
むヤナギ類が多くなった程度で、今だブナ主体の山地帯の広葉樹が広く見られます。
　ゆえに流域の動物相は豊かで、ニホンザル、ニホンカモシカ、ツキノワグマなどの大型ほ乳類のほ
か多くの動物たちが生息しています。また淡水魚としてはイワナ、ヤマメのほか湖水で育ったアメマ
スやサクラマスが秋に遡上するのが見られます。
　このように東北地方南部本来の動・植物相に恵まれた吾妻川流域を皆さんもぜひ訪ねてみてください。

～驚くほど多様な環境と生き物たち～
　村には、噴火の影響をまぬがれ、古くからの人間の活動でつくられた環境が多くあります。
 また1888（明治21）年の磐梯山の噴火によりそれまで生命を受け継いできた古い豊かな森の大部分が「荒地」という自然の出発
点へと戻った裏磐梯ですが、百数十年という時とともに深い森へと遷移する様々な段階の生態系にも出会えます。
 こうした多様な環境には、それぞれに適した多様な植物が根付き、また植物を好む多種の野鳥・昆虫・両生類・は虫類・ほ乳類など
が生息する生態系が形成されています。
　みなさんの普段の生活の中でも深く関わりのある自然環境だと思います。
　磐梯山のお宝の一つです。ぜひ、お気に入りの自然環境の変化をお楽しみください。

磐梯朝日国立公園は、1950年9月5日に指定を受けました。
磐梯山と湖沼がつくる美しい景観が特徴です。

そして、磐梯山ジオパークが日本ジオパークに認定を受けた日（2011年9月5日）も同じ日です。
運命を感じながら、5年目の活動を進めてまいります。

お気に入りの村の自然環境を、お持ちですか？


